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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】奥と手前へスライド可能な机の天板を下段ベッ
ド床板下部に収納することで、机を必要としないときに
は、室内のスペースを最大限に活用することができるこ
とを特徴とするベッドと机との組み合わせ家具を提供す
る。
【解決手段】奥と手前へスライド可能な机の天板３を床
板下部に設け、複数人が利用可能なベッドと机とを提供
し、かつ机を使用しないときは机の天板３をベッド床板
下部へ収納することで、複数の就寝ベッドと机を確保す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベッド床板下部に収納可能なスライド式の机の天板を設けることを特徴とするベッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、特に二段ベッドにおいて、二人分のベッドと、ベッドに収納できる勉強机とを
提供することで、小さな部屋でも室内のスペースを最大限に活用できるようにしたベッド
と机の組み合わせ家具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
従来から、ベッド下スペースは、衣類の為の収納スペースとして利用されている。
【０００３】
従来から、ベッドと机の組み合わせのロフトベッドは、ベッド下スペースに机の天板が固
定されているものが主流であった。
【０００４】
従来から、ベッドと机の組み合わせのロフトベッドの下スペースは、机やサイドボード、
ワゴンなど、配置自由な組み合わせによるものが主流であった。
【０００５】
このようにベッドと机の組み合わせ家具は、一人用が主流であった。
【０００６】
その結果、特に二段ベッドと机の組み合わせ家具はなく、それぞれにベッドと机の組み合
わせ家具が必要となるため、大きなスペースが必要となっていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－２４４２５号公報
【特許文献２】特開２００５－１８５６８７号公報
【特許文献３】特開２００６－５５５３９号公報
【特許文献４】特開２００８－６７８２０号公報
【特許文献５】特開２００９－２９７３８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
そこで、本発明は、奥と手前へスライド可能な机の天板を下段ベッド床板下部に収納する
ことで、机を必要としないときには、室内のスペースを最大限に活用することができるこ
とを特徴とするベッドと机との組み合わせ家具を提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
ベッド床板下部に収納可能なスライド式の机の天板を設けることを特徴とするベッド。
【発明の効果】
【００１０】
本発明によれば、机を使用しない場合には、机の天板を奥へスライドさせてベッド床板下
部に収納させることで、室内のスペースを大きくすることができる。
【００１１】
本発明によれば、机として使用する場合、ベッド床板下部に収納されたスライド式の天板
を手前へ引き、机の天板があらわれることで、一人用はもちろんのこと、二人用もしくは
三人用の複数人で机として利用することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】図１は、本発明の二段ベッドにおける斜視図である。
【図２】図２は、大きな収納スペースが一つある正面図である。
【図３】図３は、収納スペースが複数個に区分けされた正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
ベッド床板下部にスライド可能な机の天板を設ける。以下、実施例を挙げて本発明を更に
詳述するも、本発明がこれらの説明や手順に限定されるものではない。
【実施例】
【００１４】
机の天板が奥と手前にスライドして、二段ベッド下段の床板下部に机の天板を収納できる
ように取り付けてもよい。
【００１５】
机の天板より下スペース部分を収納スペースとして利用し、収納ボックスやサイドボード
、ワゴン等を配置してもよい。
【００１６】
机の天板を安定させるため机の天板に脚（符号４）を取り付けてもよい。
【００１７】
床に接する部分の天板の脚（符号４）に車輪を取り付けてもよい。
【００１８】
下段ベッド下スペースにもう一つベッドを設けて、三人が就寝できるようにしてもよい。
【００１９】
机の天板を安定させるため天板下にサイドボードなどを用いて天板を支えてもよい。
【００２０】
机の天板を取り付けるためベッド床板下部にスライドさせるための金具を取り付けてもよ
い。
【００２１】
机の天板下に教科書やノート、筆記用具等の収納のための引き出しを設けてもよい。
【００２２】
机の天板下の教科書やノート、筆記用具等の収納のための引き出しは、天板の大きさほど
の大きな引き出しでもよい（図２）。
【００２３】
机の天板下の教科書やノート、筆記用具等の収納のための引き出しは、複数個に分けられ
てもよい（図３）。
【００２４】
机の天板下に教科書やノート、筆記用具等の収納のために学校机のような収納スペースを
設けてもよい。
【００２５】
机の天板下の学校机のような収納スペースは、天板の大きさほどの収納スペースでもよい
（図２）。
【００２６】
机の天板下の学校机のような収納スペースは複数に区切られてもよい（図３）。
【００２７】
ベッド床板下部に取り付けられた奥と手前にスライド可能な机の天板は、ベッド反対側か
らも引き出せるように取り付けてもよい。
【００２８】
机の天板部分がベッド支持脚（符号６）、もしくは側枠部材（符号７）に蝶番等で接合さ
れ、上方向、もしくは下方向に折り曲げることで、天板部分が収納できるようにしてもよ
い。
【００２９】
机そのものが、ベッド下段下スペースに収まるような、机とベッドがセパレートタイプの
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組み合わせでもよい。
【００３０】
床板下に収納される机の天板は、一枚板でなく、机として機能する大きさの板数枚からな
り、それぞれの天板がスライドして床板下部に収納できるようにしてもよい。
【００３１】
机として機能する大きさの板数枚からなる天板に脚を設けて天板を固定してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
本発明によれば、簡易な構造で小さな部屋でも複数の就寝ベッドと机を確保することが可
能となり、スペースを最大限に生かすことができる。
【符号の説明】
【００３３】
１・・・上段ベッド
２・・・下段ベッド
３・・・机の天板
４・・・机の脚
５・・・引き出し又は筆記用具等の収納スペース
６・・・支持脚
７・・・側枠部材

【図１】

【図２】

【図３】
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